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せたとき, rところで, あなたがたはどこの 国の人
か｣ときいた,一行は,心のそこからおどろき,兵土
たちが文盲であることをしる｡けれども,これっぽち
も兵士たちを軽蔑 したりはしない｡逆に兵士たちの旅
行者に対する親切さと,善意を理解するのであるO
ラオス人やベ トナム人は,臼のなかでたたかってい
るっ北ベ トナムの鉱産資源,南の農産物,勤勉な国民
の能力があるにもかかわらず,南北分裂はすべてをさ
またげている｡著者のなげかけた疑問はまだ解決され
てはいない｡
著者らのはじめての調査旅行,1957年に日本政府が
あたえた外貨枠は1人 1日4ドルであったoテープコ
ーダーと銃を輸入するのにタイ政府税関では, 1か月
の期間を要 した｡バンコックを出発する日,ゆううっ
よさようならとよろこびいさむのだった｡いわゆるタ
イ通のいう｢タイの旅行は,おなじ景色ばかりでつまら
ない｣に反溌し,広大な景観が,雄大に変化するのを,
自らの目でたしかめ,かぎりない満足をおぼえる｡
移動図書室と名づけ,必要な文献を車にもちこみ,
観察したことを正確に知識として整理しながら旅行は
つづけられたっ
人間に対 し,かぎりない愛情をもちながらも,冷静
な被観察者となりうること,慎重に,そして大たんに
ことをはこぶなど,著者のフィール ドワーカーとして
の態度にはまなぶべき点がおおい｡
旅行中の経験や観察をならべたものでなく,著者の
解釈や考えかたを述べ,各国の歴史にもふれるなど,
たくみな紀行文でおもしろく読ませながら,現在世界
的な注目をあびるインドシナ半島をうきぼりにしてい
る｡欲をいえば,著者が参照 した文献の解説のような
ものがほしい｡地域研究を志すものならば,いちどは
目をとおしておきたいO (荻野和彦)
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